
環境報告書２０２０
ものづくりの技術開発と環境保全活動を進め
SDGsを達成する社会構築をめざしています
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トヨテツ環境報告書は、トヨテツの環境
保全活動について広く社会に発信する
ことを目的に発⾏しています。

豊田鉄工㈱および連結対象の関連会社
※グラフ、表のデータは豊田鉄工本体のものを示す

2019年4月1日より2020年3月31日
までの活動を報告
※一部、2020年6月までの事項を含む

環境省発⾏
『環境報告ガイドライン』

２０２１年２月

編集方針
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1 目次

報告対象範囲
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参照ガイドライン

発⾏時期



取締役社長

岩瀬 次郎 

世界中がこの新型コロナの影響を受け、世の中が一変して
しまった状況の中、あらためて一緒に環境問題を考えていきた
いと思っています。
大都会で車や人影が激減している一方、大気汚染が解消され

青空、星空が見えるようになったと伝えられておりますが、
新型コロナは、自然環境を破壊してきた人類文明に対する地球
からの戒めではないかといった評論もネット等で散見されます。

エネルギーを大量に消費する人間社会の中で働き生活して
いる私達は、自然環境を犠牲にした上で生かされていることを
あらためて認識し、ホームプラネットである地球に感謝の気持
ちをもって、自らの行動を変えていく良いチャンスを今、与え
られているとも言えます。

本年、特に私が強調しておきたいのは、この新型コロナに
より先行きが不透明な中、企業存続に向けて行っている多くの
活動、すなわち、製造部門における生産能率の追及、ロス低減、
事技部門における会議ダイエット、残業ゼロ、ペーパーレス、
文具MOTTAINAI活動、などの継続的な取組み自体が地球環境
にも良いことであり、私たちは昨年以上の大きな活動を既に
実践していると改めて認識できました。その上で、あらたな
気づきやアイディアを即実践、投資判断が必要なものはスピー
ディーに意思決定をしてまいります。
地球環境をより良くするために日頃より取組んでいるＣＯ２

低減、水資源の節約、環境有害物質の使用低減・流出防止、
騒音・振動・悪臭等の基準値遵守に対する意識向上をはかり、
皆で考え、行動していきたいと思います。
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2 トップメッセージ
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3 環境にやさしいトヨテツプロダクツ
３-１.ボデー部品の軽量化

愛知環境賞 優秀賞 受賞(2020/2)

『超⾼張⼒鋼板成形技術向上による
⾃動⾞部品軽量化のグローバル展開』

従来品より▲１５％の軽量化により、⾛⾏時のCO2低減に貢献



３Ｒ(リデュース・リユース・リサイクル)推進功労者等表彰
経済産業大臣賞 受賞(2019/10) 『とよとつ工法』

従来品 開発品
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3 環境にやさしいトヨテツプロダクツ
３-２.資源回収しやすい易解体性の実現：

人と環境にやさしい好触感な自動車内装部品の開発

従来品 開発品

０

従来品 開発品

０ (接着レス)

従来品 開発品



－ 5 －

4 生産活動におけるCO2排出量の低減
各工場改善実施内容

・プレス設備制御盤ファン間欠運転
・第2変台・第3変台変圧器更新による損失低減
・ランクアップ活動の継続実施

ランクポイント 6.19(Cランク) ⇒ 6.43(Cランク)
・プレス、組⽴エアー漏れ修理︓945件/年 実施

本社

・Ⓦ設備電源とダクトファン連動化（12台）
・ＰＱ加熱炉の休日モード設定（温度調整）
・制御盤とナットフィーダースイッチの連動化（28台実施）
・治具保全による治具エアー漏れ修理実施 (335台実施)

広久手

・PQ7-1の寄せ止めによるPQライン効率的使⽤
・PQ炉異常発生時の制御変更

（炉内全数廃棄⇒異常段のみ）
・PQ油煙の局所排気による全体換気量の軽減
・PQ油煙排気のプレス連動化によるムダ運転廃止

額田

・TTPM(射出圧縮成形機)稼働時間低減
・⾦型構造変更による材料乾燥廃止
・サーボINJ成形機への寄席止め
・塗装ファン、粉砕機の簡潔運転化

篠原

・工場水銀灯 ⇒ 無電極照明、ＬＥＤ化
・本社本館全フロア ＬＥＤ化

全社
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4 生産活動におけるCO2排出量の低減

今までの改善
実績レベル

＋α改善

CO
2排

出
総
量
（
t-
CO
2）

(仮)

今までの改善レベル＋α と
電源係数による低減により
目標達成を目指す

トヨテツGr第５次環境取り組みプラン(’21〜)に向けて
1年前出しして2020年度から取組みスタート

削減状況と削減シナリオ

次年度からの活動に向けた、CO2排出量低減シナリオ



生産における排出物の低減

水使用量低減と改善事例

・水質改善調整流量の管理徹底
・溶接機冷却水設定温度22℃から23℃へ変更（蒸発量の低減）
・ビオトープ給水量の低減 50%

・食堂・手洗い場節水ノズル取付による低減

本社： 大型塗装機撤去による汚泥排出量の低減・工程内不良率低減22件
広久手： 廃油有償化（2回/年引取り廃止）

スパッタ―粉ふるい網目（7mm→5mm）変更によるスパッタ有償化
額田： 組立SP機ケーブルタイプ変更による延命化
篠原： 廃棄不良率の低減、結束紐リユース有効利用

＜今後の取り組み＞
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＜今後の取り組み＞
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ピット内廃油低減
設備からの作動油モレ等の
早期修理点検による
廃油処理の低減を図る
(設備の⽼朽化に伴う要因
もあり)

水インパクト最小化
・給水量の低減から使⽤
量の低減

・⾬水利⽤方法の再検討

5 循環型社会に向けた取組み
生産活動における排出物・水使用量の低減
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生物調査結果

アオモンイトトンボ ショウジョウトンボ

オオシオカラトンボ

コノシメトンボ

シオカラトンボ 幼虫ノシメトンボ

トヨテツの森イベント

「未来へつなぐ」環境教育として、
従業員家族や近隣小学校を招き
学習会を開催。

季節を感じ、楽しみながら、生物
多様性や自然保護の啓発活動を
実施している。
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6 自然共生社会に向けた取組み
トヨテツの森での活動



2019.11.27

とよたエコフルタ
ウンにて登録式
開催

パートナーが有する資源や知見等を生かし、目指す
SDGsゴールや豊田市の地域課題の解決に向け、取

組や活動を実施し、それに付随する「モノ」・「コト」・
「ヒト」を豊田市へ提供できる企業・団体等。豊田市及
び他のパートナー等と連携し、持続可能な取組や活
動を推進するとともに、SDGsの普及啓発を図る。

－ 9 －

7 マネジメントでの取組み
SDGs取組み紹介・・・とよたSDGsパートナー

豊田市 太田市⻑
より登録証授与
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8 環境マネジメント
８-１.環境方針と取組みプラン

温室効果ガス排出量の大幅な削減

低炭素社会の構築
部品軽量化開発
工場ＣＯ2排出量低減
物流ＣＯ2排出量低減

３Ｒ(Reduce,Reuse,Recycle) を通じた資源循環の推進

循環型社会の構築
リサイクルしやすい部品開発・拡販

排出物の低減と資源の有効活用
水使用量の低減

緑化事業の推進
世界へつなぐ環境活動の推進

自然共生社会の構築
地域とつなぐ自然保全活動、未来へつなぐ教育

グローバル社員教育
ビジネスパートナーと連携した環境活動

マネジメント
法令遵守、情報の開示とコミュニケーション

第４次トヨテツグループ
環境取組みプラン

環境に関する基本方針は、2000年に制定された「トヨテツグループ地球環境憲章」のもと、環境に対する取組み方針を
「トヨテツ環境方針」として定め、国内外事業体18社で共有しています。
こうした方針に基づき、5ヵ年プラン及び年度計画を⽴案し、環境法令順守を始めとして全員参加で廃棄物低減、省資源、
省エネルギーに取り組んでいます。

トヨテツグループ地球環境憲章（基本方針） 2000年制定

トヨテツ環境方針

年度計画（環境保全推進計画)

第4次トヨテツグループ環境取組みプラン（5か年）

オールトヨタ第6次環境取組みプラン（5か年）

第４次トヨテツグループ環境取組みプランは、2016年度からの5ヵ年の活動計画と目標を定めたものです。
企業活動における環境の重要取組みテーマを４つに分類し、地球環境と調和したものづくりを通じて、地域社会・地球の
持続可能な発展に寄与します。

2回/年のトヨテツグループ環境委員会で、グローバルでの今後の活動に
ついての審議と取組み結果を報告。

トヨテツグループ環境取組みプラン（5か年）

トヨテツグループ年度環境取組みプラン

各部・工場 環境保全推進計画（PDCA）

トヨテツ
グループ
環境委員会

環境保全推進部会

審議

承認

推進体制



8 環境マネジメント
８-２.第4次トヨテツグループ環境取組みプラン (2016-2020年度)
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8 環境マネジメント
８-３.トヨテツグループ環境取組みプランとSDGsとのつながり

出典愛知県SDGsガイドブック

トヨテツグループ環境取組みプラン

低炭素
(気候変
動,CO2)

自然共生循環
(資源,水)

マネジメント
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8 環境マネジメント
８-４.第5次トヨテツグループ環境取組みプラン(2021-2025年度)案



トヨテツは自動車部品の開発・設計、生産、物流のあらゆる段階において、温室効果ガス及び排出物の削減に取
り組んでいます。２０１６年度からの５ヶ年計画の２年目で、ほとんどの項目で目標達成できてまして、年々着実に
パフォーマンス向上が図られています。

9 2019年度取組結果
９-1.環境取組みプラン結果
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温暖化防止

８７．２％

自然共生

(再生可能エネルギー)

８．９％

資源循環

０．１４％

環境負荷低減

３．７３％

経済効果

８０１百万円

・エネルギー
電気 49,685Mwh

都市ガス 642k㎥
LNG 0t

LPG 64t

軽油 28kℓ

・水 65,820㎥

・化学物質 9.8t

・材料
鋼材 160,775t

樹脂 1,759t

銅 70t

・ＣＯ2 生産 20,246t

物流 3,038t

事務所 116t

・化学物質 0.8t

・廃棄物 254t

埋立 0t

焼却 13t

逆有償 241t

・有償 64,870ｔ

・リサイクル 27t

事業活動

開発・設計
▼

調達
▼

生産
▼

物流

①環境保全コスト ②経済効果

Scope3カテゴリー別排出量算出

カテゴリー 内容 t-CO2 算出方法

1 購入した製品・サービス 681,669 物量または金額ベースの排出原単位

2 資本財 44,762 重量または販売単位の排出原単位

3 Scope１，２に含まれない燃料

仕入先からの製品の輸送 － 燃料法

客先への輸送 3,037 燃料法

5 廃棄物 262 廃棄物種類・処理方法別排出原単位

6 出張 2,228 移動に伴う燃料使用量

7 従業員の通勤 2,414 移動に伴う燃料使用量

4
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9
９-2. INPUT/OUTPUT

10-3.環境会計

環境保全コスト

９３６百万円

自然共生 ０．５％

温暖化防止 ７％

資源循環 ３．８％

環境負荷低減

１０％

研究開発

(軽量化)

７３．５％

公害防止 5.3％

2019年度取組結果



10 第三者保証
第三者保証紹介
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豊田鉄工株式会社は国際社会が合意したSDGs(持続可能な開発目標)達成に向けて取り組んでいきます


